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子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
協
力
の
も
と
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
文
部
科
学
省
の
委

託
事
業｢

学
校
支
援
地
域
本
部

事
業｣

を
、
平
成
20
年
度
か
ら

3
年
間
、
石
橋
中
学
校
区
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
2
月
22
日
（
火
）
に
最

終
回
と
な
る
実
行
委
員
会
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

既
に
い
ろ
い
ろ
な
団
体
・
個

人
が
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
学
習
・
行

事
・
日
々
の
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録
し
、
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
派
遣
し
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
支
援
事
業

は
、
今
後
は
、
ふ
れ
あ
い
学
習

推
進
事
業
と
し
て
、
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）
1
1
1
9

　

去
る
、
１
月
21
日
（
金
）
に
、

社
会
福
祉
法
人
カ
リ
ヨ
ン
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
理
事
長　

坪
井
節

子
弁
護
士
を
お
招
き
し
、「
子

ど
も
達
に
寄
り
添
う
」
と
題
し

開
催
し
ま
し
た
。
想
像
を
絶
す

る
困
難
を
抱
え
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
に
逃
げ
込
ん
で
く
る
子
ど

も
達
に
寄
り
添
い
、
受
け
止
め
、

そ
し
て
、
子
ど
も
自
身
の
力
を

信
じ
社
会
に
送
り
出
し
て
い
く

―

そ
の
取
り
組
み
に
受
講
生
全

員
が
大
き
な
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
「
子
ど
も

の
人
権
」
を
守
る
活
動
が
よ
り

活
発
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
よ
り
、
生
涯
学

習
課
・
公
民
館
・
図
書
館
・
情

報
セ
ン
タ
ー
の
講
座
情
報
等
を

掲
載
し
た
『
生
涯
学
習
情
報
誌

エ
ー
ル
』
を
発
行
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
ま
で
発
行
し
て

お
り
ま
し
た
『
公
民
館
か
ら
こ

ん
に
ち
は
』
は
、
本
誌
に
統
合

し
ま
し
た
。

　

※
３
月
中
旬
に
各
戸
配
付
予

定
で
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

｢

お
も
し
ろ
楽
習
ス
ク
ー
ル
２２

理
科
プ
ラ
ス
１｣
参
加
者
募
集

　

学
ぶ
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
に

触
れ
る
こ
と
で
、〝
知
る
楽
し

さ
〞
に
気
づ
き
、
知
的
な
好
奇

心
・
向
上
心
を
育
て
る｢

お
も

し
ろ
楽
習（
楽
し
く
学
習
の
意
）

ス
ク
ー
ル｣

を
開
催
し
ま
す
。 

　

テ
ー
マ
は
、｢

君
の
体
重
は
、

本
当
は
も
っ
と
重
い
⁉｣

で
、

わ
く
わ
く
・
ど
き
ど
き
の
実
験

を
し
ま
す
。 

●
日　

時　

3
月
26
日
（
土
） 

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

●
場　

所　

生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム 

●
費　

用　

無
料 

●
対　

象　

小
学
5
〜
6
年
生 

●
定　

員　

20
名 

●
申
し
込
み　

氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
学
校
・
学
年
を

明
示
し
、
3
月

11日
（
金
）
ま

で
に
、
生
涯
学
習
課
へ 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　

生
涯
学
習
課（
石
橋
庁
舎
２
階
） 

　

住
所　

石
橋
５
５
２-

４ 

　

☎
（
52
）
1
1
1
9 

　
　

FAX
（
52
）
2
6
2
4 

市
民
人
権
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

生
涯
学
習
誌
を
発
行
し
ま
す

学
校
地
域
支
援
本
部
実
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

生
涯
学
習
だ
よ
り 

◆講師プロフィール　　長谷川 幸介（はせがわ こうすけ） 

　専門分野は教育法学、生涯学習論、地域社会論。「学校と地域の教育力」
「子どもの発達と地域の教育力」をテーマに研究され、子どもたちの育
成に地域社会がどうかかわればよいかを中心に、各地で講演もされてい
る。また、『生涯学習とまちづくり』『町内会物語』『今を生きる人間学』
など、多くの著書がある。 

平成23年度セカンドステージ支援事業対象公民館講座　合同開校式 

会場　国分寺公民館大ホール  
演題　「7つの別かれと7つの出会い」 
講師　ユーモアたっぷりの語り口 ! 
　　　講演会で全国各地を飛び回る人気講師 
　　　茨城大学　生涯学習教育研究センター 
　　　　　　　　准教授　長谷川　幸介　氏 

午前10時～正午（受付9時45分） 4 
23 土 

どなたでも参加できます。 
（申込不要、入場無料） 
ぜひお越しください !! 
お問い合わせは、生涯学習課
（☎52-1119）まで 


